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ペ
ー
ス
で
ト
ン
ネ
ン
ル
を
踏
破
す
る
し
か
な

い
。 当

事
者
に
は
「
ふ
た
つ
の
本
心
」
が
あ

る
。
一
つ
は
人
並
み
に
生
き
る
た
め
に
学
校

や
社
会
に
早
く
復
帰
し
た
い
と
願
う
気
持

ち
。
も
う
一
つ
は
早
く
復
帰
し
た
い
と
頑
張

る
が
、
自
分
を
殺
し
て
世
知
辛
い
世
の
中
に

出
て
い
き
た
く
な
い
と
い
う
思
い
。
こ
の
二 

つ
の
本
心
が
葛
藤
を
招
き
、
片
方
だ
け
が
肯 

定
さ
れ
て
も
自
分
は
楽
に
な
ら
な
い
。
「
自

分
を
殺
し
た
く
な
い
」
と
い
う
「
思
い
」
が

「
人
並
に
生
き
た
い
」
と
い
う
「
願
い
」
の

影
に
隠
れ
て
い
る
た
め
、
表
面
上
は
人
並
み

に
生
き
ら
れ
る
よ
う
な
社
会
復
帰
を
促
す
支

援
を
施
せ
ば
よ
い
と
思
わ
れ
る
。 

 

し
か
し
本
人
の
根
底
に
眠
る
「
思
い
」
を

無
視
し
た
支
援
で
は
建
前
上
は
社
会
復
帰
が

可
能
で
も
「
社
会
と
の
折
り
合
い
が
で
き
な

い
自
分
」
「
こ
の
社
会
で
働
き
続
け
ら
れ
る

か
心
配
」
と
い
っ
た
本
音
が
あ
る
た
め
、

「
本
人
の
心
理
」
と
「
支
援
の
論
理
」
の
ギ

ャ
ッ
プ
に
阻
ま
れ
る
当
事
者
の
苦
悩
が
み
え

て
く
る
。 

♢
生
活
の
質
の
向
上 

 

自
分
に
嘘
を
つ
い
て
で
も
復
帰
す
る
こ
と

を
本
人
は
望
ん
で
い
な
い
。
本
物
の
自
分
に

な
る
た
め
に
は
ト
ン
ネ
ル
を
歩
み
切
る
こ
と

で
し
か
実
現
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
当
事

者
の
気
持
ち
を
か
な
え
る
た
め
に
、
ひ
き
こ

も
り
を
「
生
き
ざ
ま
」
と
し
て
捉
え
、
治
療

や
矯
正
で
は
な
く
「
配
慮
」
す
る
こ
と
を
念 

 

頭
に
お
き
、
ひ
き
こ
も
り
生
活
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ 

（
生
活
の
質
）
を
高
め
る
こ
と
を
推
進
し
た 

い
。
苦
痛
か
ら
逃
れ
る
た
め
だ
け
の
趣
味
か

ら
心
底
楽
し
め
る
趣
味
を
持
て
る
よ
う
に
し

て
毎
日
の
生
活
を
楽
し
め
る
も
の
に
し
た 

い
。
本
人
の
心
を
変
え
る
よ
り
も
生
活
を
良

く
す
る
こ
と
に
配
慮
し
て
ほ
し
い
。 

♢
当
事
者
が
求
め
て
い
る
支
援 

 

時
間
は
か
か
っ
て
も
自
分
の
ペ
ー
ス
で
ト

ン
ネ
ル
を
踏
破
し
た
い
と
願
う
当
事
者
に 

と
っ
て
ト
ン
ネ
ル
の
途
中
に
穴
を
開
け
、
手

を
引
い
て
ト
ン
ネ
ル
か
ら
引
き
ず
り
だ
し
て

早
く
社
会
復
帰
さ
せ
よ
う
と
す
る
支
援
シ
ス

テ
ム
、
い
わ
ゆ
る
「
階
段
型
支
援
シ
ス
テ

ム
」
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
回
復
が
不
十
分
な 

当
事
者
に
と
っ
て
は
体
力
的
精
神
的
に
苦
痛

を
伴
い
階
段
の
段
差
を
上
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
こ
の
よ
う
に
当
事
者
は
学
校
や
社
会
復

帰
と
い
う
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
一
目
散
に
走

り
続
け
る
よ
う
な
支
援
を
求
め
て
い
な
い
。 

 

「
一
足
飛
び
の
支
援
と
は
倒
れ
な
い
ド
ミ
ノ

の
よ
う
な
も
の
」
。
ド
ミ
ノ
と
ド
ミ
ノ
の
間

に
次
の
ド
ミ
ノ
が
倒
れ
や
す
く
す
る
た
め
の

ド
ミ
ノ
を
挿
入
し
て
支
援
の
プ
ロ
セ
ス
を
自 

分
の
足
で
歩
け
る
よ
う
に
個
人
の
状
態
に
応

じ
て
ド
ミ
ノ
の
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。 

「
願
い
」
と
「
思
い
」
の
二
つ
の
本
心
を

統
合
し
て
新
し
い
人
生
観
や
生
き
方
を
生
み

出
す
べ
き
。
階
段
型
で
は
な
く
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
な
く
て
も
上
れ
る
ス
ロ
ー
プ
式
の
支
援
が

求
め
ら
れ
る
。 

 

 
 

        

北
海
道
内
で
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
会
を
運

営
す
る
５
団
体
が
連
携
し
安
心
し
て
当
事
者

が
生
活
で
き
る
基
盤
づ
く
り
の
た
め
、
道
内

初
の
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
連
絡
協
議
会
が
設

立
さ
れ
た
。
こ
れ
を
記
念
し
不
登
校
ひ
き
こ

も
り
の
相
談
や
家
族
会
の
運
営
を
実
施
し
て

い
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
タ
ジ
オ
代
表
の
丸
山
康

彦
氏
の
基
調
講
演
会
と
グ
ル
ー
プ
セ
ッ
シ
ョ

ン
が
２
０
１
６
年
10
月
15
日
に
開
催
さ
れ

た
。
会
場
に
は
当
事
者
や
家
族
を
中
心
と
し

た
32
名
が
参
加
し
、
決
し
て
無
理
を
せ
ず
当

事
者
の
立
場
に
沿
っ
た
支
援
を
展
開
す
る
丸

山
氏
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。 

♢
当
事
者
の
深
層
心
理 

 

人
生
と
は
一
人
に
一
本
し
か
与
え
ら
れ
て

い
な
い
ト
ン
ネ
ル
。
暗
く
見
通
し
が
悪
い
ト

ン
ネ
ル
を
歩
い
て
い
る
の
が
当
事
者
で
は
な

い
か
。
傍
か
ら
見
る
と
「
何
も
変
化
が
な

い
」
と
言
わ
れ
る
が
、
ゆ
っ
く
り
と
し
か
歩

め
な
い
当
事
者
の
気
持
ち
を
理
解
し
て
ほ
し

い
。
ト
ン
ネ
ル
を
引
き
返
す
こ
と
は
で
き
な 

い
。
誰
の
手
も
借
り
ず
に
当
事
者
が
自
分
の 

丸山 康彦氏 



３ 

高津達弘さんが「走る」をイ

メージした Tシャツのデザイ

ンは、会報 No.95 の表紙でも

使用した。下の画像は実際に

筆者が着用した Tシャツ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

漁
火
通
の
津
軽
海
峡
の
強
い
風
に
正
直
面

食
ら
っ
て
し
ま
い
走
る
気
力
を
ど
ん
ど
ん
奪

わ
れ
て
い
っ
た
。
皆
寄
り
添
う
よ
う
に
自
然

と
４
～
５
人
一
塊
の
グ
ル
ー
プ
が
出
来
る
。 

 
 

強
い
雨
風
に
さ
ら
さ
れ
身
も
心
も
冷
え 

切
っ
て
結
構
弱
気
に
な
っ
て
き
た
。
そ
ん
な

中
グ
ル
ー
プ
で
気
を
吐
い
て
走
っ
て
い
る
女

性
ラ
ン
ナ
ー
が
い
た
。
女
性
の
中
で
上
位
に

い
る
せ
い
か
他
の
男
性
と
は
違
い
、
烈
々
と

し
た
気
迫
が
あ
り
燃
え
て
走
っ
て
い
た
。
小

さ
く
華
奢
な
身
体
か
ら
ど
こ
に
こ
ん
な
パ
ワ

ー
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
の
か
？
自
分
も
触
発

さ
れ
奮
起
し
燃
え
上
が
っ
て
き
て
走
り
に
力

強
さ
が
戻
っ
て
く
る
。 

「
絶
対
負
け
な
い
！
」
と
こ
の
ラ
ン
ナ
ー

を
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
競
う
よ
う
に
走
っ
た
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
で
何
度
か
抜
き
抜
か
れ

ず
と
デ
ッ
ト
ヒ
ー
ト
す
る
が
、
必
ず
女
性
ラ

ン
ナ
ー
が
先
頭
に
立
っ
て
走
っ
て
い
た
。 

漁
火
通
を
抜
け
市
街
地
に
入
っ
て
か
ら
風

が
止
み
僕
は
一
気
に
そ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
飛

び
出
し
た
前
半
、
身
体
の
調
子
が
乗
ら
ず
に

寒
い
雨
風
に
苦
戦
し
て
き
た
が
、
こ
こ
か
ら

ド
ン
ド
ン
と
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
っ
て
き
た
。 

激
し
い
呼
吸
、
高
鳴
る
鼓
動
、
気
持
は
高

ま
り
走
り
に
集
中
し
て
い
く
。
雨
も
風
も
気

に
な
ら
な
く
な
っ
た
。
何
も
考
え
な
い 

た

だ
ゴ
ー
ル
向
か
っ
て
走
る
だ
け
。
沿
道
か
ら

応
援
し
て
く
れ
る
人
に
強
く
ハ
イ
タ
ッ
チ
し 

た
。
体
の
中
か
ら
熱
く
温
か
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
全
身
に
湧
き
満
ち
て
い
く
の
が
わ
か
る
。 

 

折
り
返
し
て
１７
キ
ロ
付
近
で
今
回
一
緒
に

参
加
し
た
友
人
と
す
れ
違
い
、
大
声
で
自
分

に
「
が
ん
ば
れ
！
」
と
応
援
し
て
く
れ
た
！

自
分
も
友
人
の
掛
け
声
に
答
え
る
よ
う
大
き

く
手
を
振
っ
た
。
最
後
、
数
キ
ロ
競
技
場
近

く
に
な
る
と
沿
道
の
人
の
数
も
増
え
て
応
援

す
る
声
も
大
き
く
盛
り
上
が
っ
て
く
る
。 

自
分
の
呼
吸
、
走
る
足
音
、
心
臓
の
鼓
動 

体
で
奏
で
る
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
を
感
じ
走
っ
て

い
た
。
や
っ
と
競
技
場
内
へ
と
入
っ
た
。
ア

ナ
ウ
ン
ス
の
声
と
み
ん
な
の
応
援 

吹
奏
楽

の
音
が
鳴
り
響
く
。
最
後
全
部
の
力
を
出
し

切
る
つ
も
り
で
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
。
そ
し
て

ゴ
ー
ル
！
や
っ
と
ゴ
ー
ル
し
た
興
奮
と
安
堵

感
、
そ
し
て
疲
労
が
ど
っ
と
き
て
気
が
抜
け

た
み
た
い
に
な
っ
た
。 

タ
イ
ム
は
１
時
間
27
分
11
秒
で
ゴ
ー
ル
。

総
合
順
位
で 

２
２
１
４
人
中
１
４
４
位
（
三

十
代
の
年
齢
別
で
は
４
７
０
人
中
27
位
） 

だ
っ
た
。 

こ
の
大
会
に
は
高
津
達
弘
く
ん
が
描
い
た

イ
ラ
ス
ト
や
「
あ
し
た
の
ジ
ョ
ー
」
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
プ
リ
ン
ト
し
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着

て
走
っ
た
。
Ｔ
シ
ャ
ツ
へ
の
プ
リ
ン
ト
作
業

は
吉
川
さ
ん
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
何
時
間
も 

か
か
っ
た
が
協
力
し
て
制
作
し
た
プ
ロ
セ
ス

が
自
分
に
と
っ
て
マ
ラ
ソ
ン
を
頑
張
る
た
め 

に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
で
も
あ
っ
た
と
思
う
。 

振
り
返
っ
て
考
え
て
み
る
と
、
高
津
く
ん

に
イ
ラ
ス
ト
を
提
供
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
や

吉
川
さ
ん
と
の
共
同
作
業
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人

が
も
つ
才
能
を
合
わ
せ
て
自
分
が
「
走
る
」

こ
と
を
通
し
て
ひ
き
こ
も
り
の
持
つ
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
表
現
で
き
た
と
思
う
。 

あ
ら
た
め
て
、
こ
の
大
会
の
た
め
に
何
日

も
マ
ラ
ソ
ン
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
一
緒
に
作
っ
て

く
れ
た
吉
川
さ
ん
や
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
デ
ザ
イ

ン
を
描
い
て
く
れ
た
高
津
く
ん
に
感
謝
し
た

い
。
あ
り
が
と
う
。 

い
つ
か
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
で
サ
ブ
ス
リ
ー

（
２
時
間
台
で
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
走
り
き
る

こ
と
）
を
達
成
す
る
た
め
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

（
三
十
代
男
性
） 

走
る
こ
と
！ 

そ
れ
は
生
き
て
い
く
た
め
の
表
現
だ
（
後
編
） 

《次 号 予 告》 

会報ひきこもり No.101 では、津別町で開催された「道産こもり 179

大学 IN 津別」「北海道ひきこもりカフェ IN 旭川」「ひきこもり外交官さ

えきたいち氏との新年情報交歓会」ほかの内容を掲載します。 

 

会報バックナンバーは、 

団体ＨＰから無料でご覧いただけます。 

http://letter-post.com/ 
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「社会的ひきこもり」という言葉を精神科医の斎

藤環氏が唱え始めた 1998年から約 3年もの間、 

当 NPOの田中敦理事長は高校中退通信（写真 1～

2001年 3月31日発行/高校中退通信第35号）

の編集長として岡山県を拠点とする仲間たちと発行

していた。この通信には高校中退者向けに書かれた

英文法の解説や当事者による簡単な料理の作り方な

ど手記が掲載されていた。B4判 4頁分がホッチキ

スで止められているというシンプルな体裁だった。 

 この通信の閉刊が決まり残っていた購読者 7名を

包摂する形で 1999年から任意団体として発足した

レター・ポスト・フレンド相談ネットワークの会員

向けに発行されたのが「会報ひきこもり」である。 

 2000年 5月１日発行の会報ひきこもり No.1

（写真 2）の 巻頭言には吉川修司理事の「静（せ

い）なる自分を活かして」の文章、田中敦理事長が

執筆した特集「『自立』とは」では「就職イコール

自立ではない」「依存あっての自立」など自立を多

角的に考える文章が掲載。編集後記には「力まず、

堅くならず、柔らかくをモットーに」（吉川）のコ

メントも書かれていた。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2000年 5月から隔月年 6回発行してきました会報ひきこもりは、今号をもちまして第 100号を

迎えることになりました。これを記念して当事者と社会を結ぶ架け橋として役割を果たしてきた

17年間にも及ぶ会報の歴史をひも解きながらその変遷を振り返ります。 

（写真 2） 

 初期の会報には特定の当事者からの投稿が続き、

アルバイト先で自由に過ごせる休憩時間が一番苦痛

な時間であることを告白した「自由が不自由、不自

由が自由」（No.6）「410円。これは私が警備会

社のアルバイトをしたときの自給です」という書き

出しではじまる「私が選んだ道～深夜アルバイト 10

年」（No.8）では最低賃金以下の報酬で働く実像な

ど、社会の狭間で生きる当事者の日常を問う内容の

文章が続いた。 

 また「20年前のロールプレイ」（No.6）という

投稿では宇宙戦艦ヤマトのプラモデルで遊ぶことに

講じてボヤ騒ぎを引き起こしてしまった過去を懐か

しみ「棋は対話なり～私の一手を指し続ける」

（No.9）では、ひきこもり青年同士の将棋の対局姿

から得られる人同士の向き合い方に迫る内容が掲

載。後期の会報にはみられないユニークで独自の当

事者体験が紙面に反映されていた。 

ときにはテレビドラマ「さよなら小津先生」の感

想（No.33）や「白い巨塔」の見どころ（No.24）

を書いた投稿もみられ、普段家庭内では語らない趣

味の話を自己表現できる良さがあった。投稿の中に

は一言程度の読書感想もあった。勇気を振り絞り書

いてくれたその言葉から何を汲み取れるのか。この 
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函館野村さんの記事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ような小さな発言を切り捨てずに取り上げて丁寧

に聞いてあげることは、当事者との関係性を保つ

ことにもつながった。 

 会報はひきこもりで悩んでいる当事者や家族だ

けにとどまらず支援機関にも届けられた。2009

年当時、全国ひきこもりKHJ家族会連合会北海

道「はまなす」会長だった吉田勇さんも会報購読

者の一人で、No.56（写真 3）に掲載された「努

力の結果が就労へ導く」という記事をコピーして

毎月開催していた「はまなす」の月例会で配布し

てくれた。吉田さんは「文章的にもまとまりがあ

り、人物の心象風景、情景描写が上手い」と感想

を述べてくれた。対外的にこのような取り扱いを

受けたのは後にも先にもこの時だけだった。 

この時期、会報の紙面を大幅に縮小しA4版 1

枚もので発行していた。その背景には編集を担当

していた吉川理事が会報製作の意味が見出せず記

事も書けなくなり「打ち切りたい」と思いってい

たためだが、吉田さんに評価してもらえたことが

「手ごたえ」となり会報を継続することにつな 

がった。 

自己承認ができにくい当事者にとって嘘でもよ

いから「褒められる」行為そのものが「やる気」

につながる実例といえる。このような経験は後に

会報のイラストを手がけた高津達弘さんとの間で

も繰り広げられたが、高津さんもまた会報に触発

を受けてイラストを会報の表紙に提供してくれた

経緯もある。当事者同士の響き合う力、ピアサポ

ートが成立した出来事でもあった。 

2010年 NPO法人化してからは、単発の投稿

だけではなく複数の当事者による連載の手記も増

えた。2012年 1月号から連載された「ニートな

私が発見した観光スポット」（No.69～73）で

は、ひきこもりの人が気楽にお金をかけずに行け

る場所を紹介。 

中学生から自律神経を病み不登校、ひきこもり

を経験した当事者が社会人に復帰するまでが綴ら

れた「あるひきこもり経験者の手記」（No.77～

80）。函館の当事者会「樹陽のたより」の田中透

さんは「元気に回復するまでに実践してきたこ

と」（No.81～86）で普段の生活で元気になる

ための勉強方法や工夫を伝授してくれた。 

2007年に当事者会「SANGOの会」がスター

トしてからは、読者投稿が各段に増えた。参加者

の杉本賢治さんは「じたばた職業訓練記」

（No.61）の投稿をきっかけに文章伝達の面白さ

に気づき、会報の内容を当事者同士で検討し有識 

者インタビューの採録（Ｎo.69～77）をシリー

ズ化させる企画も生まれた。 

シリーズ第一弾の札幌学院大学教授・安岡誉氏の

インタビュー記事では、人が生きていくために必要

な「効力感」を得るため心理学者のコフートの思想

を学ぶ内容だった。大学へ出向きインタビュー編集

校正も分担し、面倒な作業を経て完成させた会報で

もあった。このような経験が当事者のやる気につな

がり、杉本さんは現在も有識者へのインタビューを

ライフワークにしている。このような自分独自の生

きがいを見つけることが会報制作を通してできたの

である。 

 また当事者の得意とするイラストやプラモデルの

画像を表紙に掲載するなど、その人の持っている力

を発揮してもらえる場として会報づくりの効果が 

あったことは 100号を数える会報のもつ大きな財 

産である。 

 このように会報ひきこもりは当NPOの活動を紹

介するかわら版としての役割を担いつつ、ひきこも

り当事者の声なき声を拾い上げて、社会へ発信して

いくという使命も果たしてきた。会報の製作者がひ

きこもり当事者のため在宅ワークの一形態としても

新たな働き方として注目に値する。今後も当事者と

社会を結ぶ架け橋として発展していくことを強く望

みたい。 

 

 

 

 

（写真 3） 
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会報ひきこもり創刊 

2000 年 5 月 1 日発行 

前年の 1999 年 9 月に当

NPOは任意団体としてス

タート。創刊号から No.4

までは B5 判モノクロ 4

頁であった。 

（本誌 5 頁を参照） 
No.5 2001 年 1 月 1 日発行 

2 頁分が増刷され全 6 頁になる。 

市場の人間関係で体調を回復した

読者からの投稿「これこそ私の癒

し・いちばセラピー」掲載。 

No.11 2002年 1 月 1 日発行 

No.11～No.54 まで B5 判モノクロ 8

頁。「ダメ連は本当にダメなのか」社

会事象を問う投稿も増える。 

2000 年 

2017 年 

会報ひきこもり 100号 

2017 年 1 月 1 日発行 

特集号 12 頁として刊行。 

札幌圏ひきこもり社会資源

電子マップを作成する。 

 

No.15 2002年 9 月 1 日発行 

団体 HP 開設。表紙に「インター

ネットの可能性」掲載。 

 

No.58 2009年 11 月 1 日発行 

No.55～60 まで A4 判モノクロ 

両面刷りで発行。NPO 法人設立総

会の模様を紹介。 

No.45 2007年 9 月 1 日発行 

自助会 SANGOの会開始。5 名の

参加者を迎えた第 2 回目の例会の

内容が掲載。 

No.63 2010年 9 月 1 日発行 

A4 判モノクロ 6 頁にリニューアル。

北海道ひきこもり支援ハンドブック作

成スタート。表紙には NPO法人楽し

いモグラクラブ理事長の平田真弓さん

との取材風景が掲載。この時期から助

成金事業の報告が目立つ。 

No.69 2011年 11 月 1 日発行 

当事者の高津達弘さんのカラーイラスト

が表紙に登場。有識者インタビューの連

載が始まる。No.77 まで 6 名の有識者が

登場しひきこもりを多角的に捉える紙面

づくりに挑戦。今号より助成金により印

刷され A4 判フルカラー8 頁になる。 

No.81 2013年 11 月 1 日発行 

当事者の七澤広さんのプラモデルが表紙

を飾る。函館の当事者・田中透さんの手

記連載をはじめ、当事者の生の声が反映

されはじめた。No.69 から団体 HP にバ

ックナンバーが掲載。無料で閲覧が可能

となる。 
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道
南
ひ
き
こ
も
り
家
族
交
流
会 

「
あ
さ
が
お
」
事
務
局 

野
村 

俊
幸 

氏 

 
  

レ
タ
ー
・
ポ
ス
ト
・
フ
レ
ン
ド
相
談
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
報
「
ひ
き
こ
も
り
」
１
０
０
号

の
発
行
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

当
地
の
ひ
き
こ
も
り
体
験
者
の
集
い
「
樹
陽

の
た
よ
り
」
メ
ン
バ
ー
の
投
稿
も
度
々
掲
載

い
た
だ
き
、
大
き
な
励
み
に
も
な
っ
て
お
り

ま
す
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

私
が
こ
の
会
報
で
最
も
感
動
す
る
の
は
、

企
画
・
取
材
・
執
筆
・
編
集
等
作
成
全
般
に

わ
た
り
、
ひ
き
こ
も
り
体
験
当
事
者
の
皆
さ

ん
が
担
っ
て
い
る
こ
と
で
、
当
事
者
主
体
の

会
報
だ
か
ら
こ
そ
の
説
得
力
が
素
晴
ら
し
い

と
思
い
ま
す
。 

 

私
の
活
動
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
も
、
わ
が
子

が
長
年
不
登
校
だ
っ
た
と
い
う
「
当
事
者

性
」
に
あ
り
ま
す
し
、
あ
わ
せ
て
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
立
場
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
近
年
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
で
は

「
当
事
者
主
権
」
の
観
点
に
立
ち
、
当
事
者

グ
ル
ー
プ
等
が
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
こ
と

も
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
貴
会
報
は
、
ま
さ

に
そ
れ
を
具
現
化
す
る
も
の
で
、
大
き
な
勇

気
を
私
た
ち
に
も
た
ら
し
て
く
だ
さ
い
ま
す

の
で
、
今
後
増
々
の
ご
発
展
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

当
事
者
主
体
の
会
報
づ
く
り
に
感
銘 

理
事
長 

田
中 

敦 

 

会
報
「
ひ
き
こ
も
り
」
通
信
１
０
０
号
を

迎
え
17
年
間
を
改
め
て
振
り
返
っ
て
い

る
。
創
刊
し
て
か
ら
し
ば
ら
く
は
筆
者
が
一

人
で
担
当
し
て
い
た
。
サ
イ
ズ
も
頁
数
も
今

よ
り
小
さ
く
Ｂ
５
判
４
頁
モ
ノ
ク
ロ
で
あ
っ

た
。
無
論
パ
ソ
コ
ン
は
な
く
手
元
に
あ
っ
た

ワ
ー
プ
ロ
を
駆
使
し
て
制
作
し
た
。
写
真
は

カ
メ
ラ
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
写
真
が

趣
味
の
大
学
の
恩
師
な
ど
に
お
願
い
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
が
ワ
ー
プ
ロ
を
使
っ
て
写
真
を

取
り
込
む
に
は
手
間
が
か
か
っ
た
。
そ
れ
で

も
一
人
で
立
ち
上
げ
て
や
れ
た
の
は
20
代

の
頃
に
ハ
マ
っ
て
い
た
読
者
投
稿
が
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
頻
繁
に
新
聞
の
読
者
ペ
ー
ジ

に
文
章
を
投
稿
し
採
用
さ
れ
図
書
券
や
テ
レ

フ
ォ
ン
カ
ー
ド
を
も
ら
っ
て
い
た
。
筆
者
の

デ
ビ
ュ
ー
投
稿
は
１
９
８
８
年
10
月
10
日

北
海
道
新
聞
生
活
部
「
磁
針
」
８
０
０
字
投

稿
欄
で
「
中
学
浪
人
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の

文
章
が
掲
載
さ
れ
た
の
が
は
じ
め
て
で
あ

る
。
そ
れ
以
来
、
読
者
の
声
５
０
０
字
程
度

に
毎
月
１
か
ら
２
回
投
稿
が
掲
載
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
の
数
は
枚
挙
に
暇
が
な

い
。 投

稿
活
動
で
と
て
も
よ
か
っ
た
の
は
投 

稿
を
読
ん
で
く
れ
る
読
者
が
い
た
こ
と
で
、 

  

新
聞
社
を
通
し
て
電
話
を
か
け
て
き
た
り
、

手
紙
を
も
ら
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た 

予
期
せ
ぬ
反
応
は
さ
ら
に
投
稿
意
欲
を
つ
く

り
だ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
関
係
性
は
現

在
の
会
報
活
動
に
も
通
じ
る
こ
と
で
あ
る
。 

ま
た
投
稿
活
動
で
勉
強
に
な
っ
た
の
は
字

数
制
限
の
原
稿
を
新
聞
社
の
プ
ロ
か
ら
指
南

を
受
け
る
こ
と
だ
っ
た
。
自
分
が
投
稿
し
た

原
稿
が
そ
の
ま
ま
掲
載
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で

あ
り
、
大
方
趣
旨
を
い
か
し
つ
つ
新
聞
社
の

ほ
う
で
加
除
修
正
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な

か
っ
た
。
実
は
こ
う
し
た
ア
ド
バ
イ
ス
が
自

分
自
身
の
文
章
ス
キ
ル
を
高
め
る
た
め
に
は

必
要
で
そ
の
後
の
活
動
に
も
い
か
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。 

 

さ
ら
に
会
報
「
ひ
き
こ
も
り
」
通
信
の
前

身
で
あ
る
高
校
中
退
通
信
は
１
９
９
２
年
か

ら
活
動
に
参
加
し
た
高
校
中
退
１
１
０
番
全

国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
電
話
相
談
活
動
に
ま
で

遡
る
。
全
盛
期
に
は
一
日
に
50
件
に
及
ぶ

電
話
相
談
を
受
け
て
い
た
活
動
か
ら
当
事
者

目
線
に
よ
る
情
報
発
信
の
必
要
性
を
感
じ
、

つ
く
ら
れ
た
の
が
高
校
中
退
通
信
で
あ
っ

た
。
本
部
か
ら
の
依
頼
で
閉
刊
ま
で
編
集
委

員
長
を
つ
と
め
た
が
、
文
章
入
力
か
ら
編
集

印
刷
ま
で
毎
月
一
人
で
行
う
ハ
ー
ド
な
も
の 

だ
っ
た
。
今
と
な
っ
て
は
よ
き
思
い
出
で
あ

る
。 

会
報
「
ひ
き
こ
も
り
」
の
原
点
を
探
る 

私たちの仲間になりませんか 会員募集をしています 
レター・ポスト・フレンド相談ネットワークは若者の範疇に入らない成年・壮年期のひきこもりへの対応に軸

足を置きながら、ひきこもり当事者が社会に出たとき、自信や希望を持ちながら歩めるような新しい働き方を、

当事者自らが創造しています。 

ぜひ多くの方々に、私たちの活動の趣旨を理解していただき、ひきこもり当事者が自信をもって生きていくこ

とのできる、新しい社会のあり方をみなさんとともに追求していきたいと考えています。 

 
正会員      賛助会員      寄付金 

入会金 1,000 円  入会金 1,000 円   一口 1,000 円～ 

年会費 3,000 円  年会費 2,000 円 

入会金、会費納入は、下記郵便振替口座へのお振り込みでお願いします。 

●口座記号番号 02700-4-66261 

●加入者名   レター・ポスト・フレンド相談ネットワーク 

 

 

 

 



そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
的
知
識
が
つ
な
ぐ
ひ
き
こ
も
り 

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト 

全
国
６
支
援
団
体
実
践
者
が
札
幌
に
集
ま
る 

（写真）質問に答える講師陣 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ｉｎｄｅｘ □ 

１ページ：リズムセラピ

ーでリフレッシュ 

２ページ：取材者が語る

ひきこもりハンドブック 

３ページ：新聞記事掲載 

他 

４ページ：活動報告

SANGO の会 

５ページ：書評・サテライトＳＡＮＧＯの会 

６ページ：こちら事務局 

 

□ｉｎｄｅｘ □ 

１ページ：リズムセラピーでリフレッシュ 

２ページ：取材者が語るひきこもりハンドブック 

３ページ：新聞記事掲載 他 

４ページ：活動報告 SANGO の会 

５ページ：書評・サテライトＳＡＮＧＯの会 

[文書の重要な部分を引用して読者の注

意を引いたり、このスペースを使って

注目ポイントを強調したりしましょ

う。このテキスト ボックスは、ドラッ

グしてページ上の好きな場所に配置で

きます。] 

香
川
県
ひ
き
こ
も
り
国
勢
調
査
マ
ク
ロ
戦
略 

小
学
６
年
生
か
ら
不
登
校
、
20
歳
ま
で
ひ

き
こ
も
っ
た
経
験
を
も
つ
一
般
社
団
法
人

h
ito

.to
c
o

代
表
理
事
・
宮
武
将
大
氏

（
30
）
は
、
介
護
支
援
事
業
所
職
員
の
仕
事

を
す
る
傍
ら
、
生
地
香
川
県
で
自
助
会
を
創

設
す
る
な
ど
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
情
熱
を
傾

け
て
い
る
。 

「
繰
り
返
し
で
は
な
く
発
展
、
依
存
で
な
く

自
立
を
大
切
に
」
と
支
援
へ
の
ス
タ
ン
ス
を

語
る
宮
武
氏
は
、
障
が
い
者
が
法
律
に
よ
り

軽
度
か
ら
重
度
へ
と
レ
ベ
ル
分
け
さ
れ
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
の
と
同
様
に
、
ひ
き
こ
も
り

に
も
７
段
階
の
レ
ベ
ル
を
設
け
る
こ
と
を
提

唱
。
そ
の
レ
ベ
ル
を
基
に
し
て
県
内
に
あ
る

34
箇
所
の
ひ
き
こ
も
り
に
関
連
す
る
支
援
機

関
が
、
当
事
者
の
置
か
れ
て
い
る
状
態
に
つ

い
て
情
報
を
共
有
し
、
各
機
関
で
支
援
者
が

不
足
し
、
情
報
は
あ
る
け
ど
も
ど
の
よ
う
に

つ
な
げ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
ず
混
乱
し
て
い
る

状
態
を
整
理
す
る
必
要
性
を
問
う
た
。 

「
目
の
前
に
い
る
10
人
に
対
す
る
支
援
も
大

事
だ
が
、
千
人
規
模
の
個
数
と
考
え
て
サ
ー

ビ
ス
を
創
出
す
る
こ
と
も
大
事
だ
」
と
述
べ

る
宮
武
氏
は
、
「
ミ
ク
ロ
目
線
で
は
な
く
、

マ
ク
ロ
目
線
で
支
援
を
と
ら
え
、
ひ
き
こ
も

り
に
関
し
た
国
勢
調
査
を
実
施
し
て
都
道
府

県
ご
と
に
違
う
レ
ベ
ル
の
度
合
い
に
応
じ
た

支
援
策
を
打
ち
出
す
こ
と
が
肝
要
」
だ
と
述

べ
た
。 

 

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
関
す
る
理
論
体
系
を 

学
び
議
論
す
る
こ
と
の
重
要
性 

ス
ト
レ
ス
や
人
間
関
係
が
原
因
で
陥
っ
た

ひ
き
こ
も
り
や
精
神
疾
患
の
経
験
を
活
か
し

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
福
祉
の
大
学
へ
進

学
。
現
在
大
学
院
修
士
課
程
２
年
生
に
な
る

ひ
き
こ
も
り
当
事
者
グ
ル
ー
プ
「
ひ
き
桜
」 

ｉ
ｎ
横
浜
代
表
・
割
田
大
悟
氏
（
30
）
は
、

ブ
ロ
グ
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
発
行
な
ど
を
通

し
て
情
報
を
悩
ん
で
い
る
人
た
ち
へ
届
け
る

こ
と
を
基
本
に
活
動
し
て
い
る
。 

割
田
氏
は
、
ひ
き
こ
も
る
経
験
が
あ
る
人

の
持
つ
苦
労
、
悩
み
を
経
て
現
在
に
至
る
ま

で
の
プ
ロ
セ
ス
に
着
目
し
「
そ
れ
は
そ
の
人

し
か
持
っ
て
い
な
い
貴
重
な
財
産
」
と
捉
え

「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
は
、
ひ
き
こ
も
り
の
経
験

的
な
知
識
を
使
い
相
手
と
関
わ
る
こ
と
が
強

み
で
あ
り
、
ひ
き
こ
も
り
経
験
者
以
外
の
人

に
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
た
。 

こ
も
り
と
い
う
手
札
だ
け
は
捨
て
ら
れ
な

い
。
そ
れ
は
当
事
者
に
と
っ
て
命
を
守
る
た

め
の
最
後
の
切
り
札
だ
か
ら
だ
」
と
主
張
。

続
け
て
「
手
札
を
増
や
す
支
援
と
セ
ッ
ト
で

ひ
き
こ
も
り
と
い
う
手
札
を
使
わ
せ
な
い
複

合
的
な
や
り
か
た
が
必
要
だ
」
と
述
べ
、
さ

ら
に
「
最
終
的
に
当
事
者
は
ひ
き
こ
も
り
の

手
札
を
ど
ん
な
状
況
で
使
っ
て
し
ま
う
の
か

自
分
を
知
る
こ
と
が
大
事
。
こ
れ
は
教
え
ら

れ
て
わ
か
る
こ
と
で
は
な
く
自
分
自
身
の
腑

に
落
ち
る
言
葉
で
理
解
し
て
初
め
て
役
に
立

つ
。
そ
の
答
を
得
る
た
め
に
、
自
分
か
ら
知

る
機
会
、
そ
れ
を
提
供
す
る
場
と
し
て
『
居

場
所
』
が
必
要
」
だ
と
訴
え
た
。 

 

 
 

割
田
氏
が
今
年
度
力
を
注
い
で
取
り
組
ん
で

い
る
「
ひ
き
こ
も
り
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
」
で
は
、
サ
ポ
ー
ト
の
理
論
体
系
を
学

ぶ
こ
と
で
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
が
突
っ
走
っ

て
相
手
と
関
わ
る
こ
と
な
ど
お
節
介
に
な
る

関
わ
り
方
の
防
止
、
自
分
の
心
情
や
状
態
を

客
観
的
に
み
る
た
め
自
己
覚
知
に
も
つ
な
が

る
。
ま
た
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
当
事
者
双

方
が
自
分
ら
し
い
人
生
を
求
め
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
が
自
分
な
り
の
人
生
を
歩
み
幸
せ
に

な
る
こ
と
が
究
極
的
な
目
標
で
あ
る
。 

 支
援
と
し
て
の
自
助
会
「信
頼
と
安
心
」の 

視
点
か
ら
み
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
可
能
性 

 

大
阪
で
10
年
前
よ
り
自
助
グ
ル
ー
プ
を
立

ち
上
げ
３
年
前
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ィ
ー
ク
タ

イ
と
し
て
活
動
の
幅
を
広
げ
て
き
た
代
表
の

泉
翔
氏
（
29
）
は
、
か
つ
て
泉
氏
自
身
が
当

事
者
と
し
て
居
場
所
へ
通
い
続
け
そ
こ
で
感

じ
て
き
た
違
和
感
が
居
場
所
を
立
ち
上
げ
る 

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。 

 

ウ
ィ
ー
ク
タ
イ
が
目
指
す
居
場
所
は
、

「
社
会
復
帰
」
と
い
う
概
念
を
捨
て
、
長
い

人
生
の
中
で
就
労
や
経
済
的
自
立
を
点
と
し

て
捉
え
、
そ
の
点
を
ゴ
ー
ル
に
す
る
の
で
は

な
く
、
そ
の
後
も
続
く
人
生
の
連
続
性
が
と

ぎ
れ
な
い
よ
う
な
「
緩
や
か
に
つ
な
が
り
支

え
合
う
」
と
こ
ろ
に
あ
る
。 

 

泉
氏
は
「
就
労
支
援
に
代
表
さ
れ
る
与
え

ら
れ
た
支
援
に
よ
っ
て
当
事
者
は
苦
し
さ
に

対
処
で
き
る
手
札
が
増
え
て
い
る
が
、
ひ
き 

2016 年 10 月 30 日全国

でひきこもりピアサポート

活動をする 6 名が活動

報告を行い、同じ悩みを

共有する経験者がひきこ

もりの当事者に寄り添

い、「ひきこもり」という課

題解決へ向けた議論が

行われた。各講師が報告

した内容をまとめた。 
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の雇用情勢について説明する市の担当者 
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当
事
者
ど
う
し
が
互
い
に
支
え
合
う 

ひ
き
こ
も
り
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト 

 

不
登
校
ひ
き
こ
も
り
を
経
験
し
親
亡
き

後
、
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
活
動
を
続
け
る
吉
川
修
司

氏
（
49
）
は
、
６
年
以
上
続
け
る
ひ
き
こ
も

り
家
庭
へ
の
訪
問
支
援
を
中
心
に
し
た
活
動

内
容
を
報
告
し
た
。 

 

訪
問
支
援
で
は
「
当
事
者
性
」
の
視
点
を

大
切
に
し
て
、
ひ
き
こ
も
り
ピ
ア
サ
ポ
ー 

タ
ー
と
い
う
同
じ
立
ち
位
置
か
ら
現
在
悩
ん

で
い
る
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
や
そ
の
家
族
と

向
き
合
い
、
障
が
い
を
乗
り
越
え
て
い
く
同

伴
者
と
し
て
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
を
築
き
、
時

に
は
家
族
に
対
し
て
当
事
者
が
語
り
に
く
い

自
身
の
気
持
ち
や
思
い
を
代
弁
す
る
橋
渡
し

的
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
。 

 

訪
問
支
援
が
長
期
に
及
ぶ
こ
と
に
よ
る
リ

ス
ク
も
あ
る
た
め
、
専
門
機
関
に
よ
る
ケ
ー

ス
検
討
を
実
施
す
る
な
ど
前
線
で
活
動
す
る

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
だ
け
が
重
責
を
負
わ
な
い

工
夫
の
必
要
性
が
挙
げ
ら
れ
た
。 

 

ま
た
昨
年
度
か
ら
開
始
し
た
手
紙
（
絵
葉

書
）
に
よ
る
ア
ウ
ト
・
リ
ー
チ
に
つ
い
て
、

「
自
助
会
へ
参
加
で
き
る
当
事
者
は
氷
山
の

一
角
」
と
述
べ
、
外
出
が
困
難
で
地
域
に
潜

在
し
て
い
る
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
に
対
し
て

有
効
で
失
敗
の
少
な
い
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る

と
説
明
。 

 

50
歳
を
目
前
に
し
て
日
々
揺
れ
動
く
な
か

で
生
き
る
価
値
を
見
出
し
な
が
ら
活
動
を
続

け
る
実
存
的
な
悩
み
も
語
っ
た
。 

 
 

仕
事
と
家
庭
を
持
ち
な
が
ら 

活
動
す
る
こ
と
の
葛
藤
と
意
味 

 

身
体
障
が
い
者
福
祉
施
設
で
働
き
な
が
ら

Ｋ
Ｈ
Ｊ
全
国
ひ
き
こ
も
り
家
族
会
連
合
会
認

定
ひ
き
こ
も
り
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活

動
を
続
け
る
当
事
者
会
「
ひ
き
こ
も
り
プ
レ

イ
ス
多
摩
」
代
表
・
坂
本
凌
雲
氏
（
48
）

は
、
十
代
で
人
間
関
係
に
躓
き
約
一
年
半
ひ

き
こ
も
っ
た
。
そ
の
後
大
学
へ
進
学
し
社
会

人
に
な
る
が
、
過
酷
な
労
働
に
耐
え
か
ね
て

無
職
に
陥
る
。
人
の
縁
に
救
わ
れ
現
職
に
復

帰
。
体
験
手
記
「
自
立
へ
の
漂
流
」
を
執
筆

自
費
出
版
す
る
ま
で
に
回
復
し
た
。 

 

一
年
半
前
「
ひ
き
こ
も
り
経
験
者
が
支
援

に
ま
わ
っ
て
も
よ
い
」
と
い
う
時
代
の
空
気

に
後
押
し
さ
れ
当
事
者
会
を
立
ち
上
げ
る
。 

 

「
居
場
所
は
結
果
を
求
め
る
場
所
で
は
な

く
参
加
者
が
対
人
関
係
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取

り
戻
し
、
自
己
決
定
で
将
来
を
切
り
開
い
て

い
く
場
所
」
と
主
張
す
る
一
方
で
、
「
定
職

と
家
庭
を
も
つ
自
分
と
、
家
に
ひ
き
こ
も
っ

て
い
る
当
事
者
と
は
意
識
の
違
い
を
感
じ
る

こ
と
も
あ
る
。
強
引
な
引
出
し
に
よ
る
ひ
き

こ
も
り
支
援
の
問
題
よ
り
も
大
手
企
業
の
過

労
死
問
題
に
強
い
怒
り
を
感
じ
る
」
と
心
に

湧
上
る
葛
藤
に
も
触
れ
た
。 

「
自
分
が
定
職
と
家
庭
を
も
っ
て
い
る
こ

と
で
親
た
ち
と
対
等
に
話
す
こ
と
が
で
き
、

ひ
き
こ
も
り
当
事
者
の
心
情
も
あ
る
程
度
わ

か
る
こ
と
が
強
み
」
と
語
る
坂
本
氏
は
家
庭

仕
事
を
優
先
し
て
活
動
を
続
け
て
い
る
。 

   

リ
カ
バ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
活
動
か
ら 

見
え
て
く
る
も
の 

帯
広
の
精
神
科
で
作
業
療
法
士
と
し
て
働

き
な
が
ら
当
事
者
グ
ル
ー
プ
「
リ
カ
バ
リ
ー

ス
ポ
ッ
ト
」
を
５
年
前
に
立
ち
上
げ
た
代
表

の
酒
井
一
浩
氏
（
42
）
は
冒
頭
、
心
理
学
博

士
で
あ
り
、
自
ら
も
統
合
失
調
症
を
患
う
パ

ト
リ
シ
ア
・
デ
ィ
ー
ガ
ン
が
説
く
「
リ
カ
バ

リ
ー
」
の
思
想
を
紹
介
。
直
線
的
で
は
な
い

人
生
の
中
で
、
後
ず
さ
り
し
な
が
ら
再
出
発

を
果
た
そ
う
と
す
る
思
想
に
共
感
す
る
酒
井

氏
も
、
か
つ
て
は
死
ぬ
こ
と
ば
か
り
考
え
る

ほ
ど
の
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
っ
た
。
現
在

は
過
去
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
と
ら
え
る
の
で
は

な
く
、
ひ
き
こ
も
っ
た
自
分
が
辿
っ
て
き
た

ひ
と
つ
の
人
生
と
考
え
て
い
る
。 

精
神
科
で
働
く
専
門
職
の
立
場
か
ら
米
国

や
英
国
で
実
践
さ
れ
て
い
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
分
野
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
酒
井
氏
は

「
米
国
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
場
合
、
ピ
ア

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
が
専

門
職
と
対
等
に
仕
事
を
し
て
い
る
」
と
述

べ
、
日
本
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
が
一
歩
立
ち

遅
れ
て
い
る
現
状
を
示
唆
。 

英
国
で
の
「
メ
リ
デ
ン
版
訪
問
家
族
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
、
「
訪
問
す
る

支
援
者
」
「
当
事
者
」
「
家
族
」
の
ト
ラ
イ

ア
ン
グ
ル
の
考
え
方
が
重
要
で
あ
り
、
専
門

家
に
あ
り
が
ち
な
上
か
ら
目
線
だ
け
の
支
援

で
は
な
く
、
当
事
者
、
家
族
そ
れ
ぞ
れ
が
持

つ
経
験
と
知
識
、
そ
の
よ
う
な
潜
在
能
力
を 

信
じ
肯
定
的
に
三
者
を
関
わ
ら
せ
る
サ
ポ
ー

ト
の
重
要
性
に
つ
い
て
解
説
し
た
。 

 
 ピ

ア
サ
ポ
ー
ト
の
方
向
性 

 

今
回
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
割
田
氏
と

泉
氏
が
唱
え
る
当
事
者
性
が
も
つ
役
割
を
ピ

ア
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
も
っ
と
活
用
す
べ
き
と

の
意
見
に
対
し
て
「
ひ
き
こ
も
り
ピ
ア
サ
ポ

ー
タ
ー
を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
ひ
き
こ
も

り
経
験
者
の
最
大
数
を
社
会
へ
進
出
し
て
も

ら
う
こ
と
が
必
要
だ
」
と
訴
え
る
宮
武
氏
。

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
ミ
ク
ロ
と
マ
ク

ロ
の
両
面
を
ど
の
よ
う
に
結
合
で
き
る
か
そ

の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
と
い
え
る
。 

ま
た
、
当
事
者
と
の
二
者
関
係
だ
け
で
は

な
く
支
援
の
中
に
家
族
を
含
め
て
「
当
事

者
」
「
支
援
者
」
「
家
族
」
の
三
位
一
体
の

支
援
の
あ
り
方
を
海
外
事
情
か
ら
解
説
し
た

酒
井
氏
の
提
言
は
専
門
的
見
地
か
ら
み
た
ピ

ア
サ
ポ
ー
ト
と
あ
り
方
が
読
み
取
れ
た
。 

坂
本
氏
は
働
き
な
が
ら
活
動
す
る
か
ら
こ

そ
「
ひ
き
こ
も
り
肯
定
論
」
へ
の
違
和
感
を

覚
え
た
と
言
う
。
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
だ
か
ら

と
い
っ
て
当
事
者
の
す
べ
て
を
理
解
す
る
こ

と
に
は
な
ら
な
い
。
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
が
万

能
で
は
な
い
こ
と
は
吉
川
氏
が
訪
問
支
援
で

経
験
し
た
こ
と
に
も
共
通
す
る
。 

会
場
に
は
41
人
の
参
加
者
が
詰
め
か
け

た
。
講
師
の
発
表
の
あ
と
に
各
講
師
を
囲
ん

で
６
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
形
成
さ
れ
、
参
加
者

と
の
共
有
の
時
間
も
行
わ
れ
た
。 

１０ 
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それだけに 

 

 

 

 

 

不
満
を
言
葉
で
伝
え
合
う
～
二
度
の
ひ

き
こ
も
り
経
験
か
ら
得
た
こ
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

嶋
中 

康
祐 

 

私
は
い
ま
ま
で
中
学
３
年
生
～
20
代
前

半
と
30
代
に
な
っ
て
か
ら
の
二
回
実
家
で

ひ
き
こ
も
り
状
態
に
な
っ
た
経
験
が
あ
り
ま

す
。 10

代
の
頃
ひ
き
こ
も
り
に
な
っ
た
と 

き
は
、
感
情
の
制
御
や
表
現
が
う
ま
く
で
き

ず
両
親
に
は
当
た
り
散
ら
す
ば
か
り
で
し

た
。
ひ
き
こ
も
り
状
態
の
は
が
ゆ
さ
を
そ
う

し
て
身
近
な
人
に
当
た
っ
て
紛
ら
わ
す
し
か

方
法
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ 

は
両
親
へ
の
甘
え
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

20
代
前
半
に
な
っ
て
も
体
調
の
悪
さ
や

鬱
の
状
態
は
さ
ら
に
悪
化
し
、
両
親
と
衝
突

す
る
こ
と
も
増
え
、
い
ま
ま
で
口
だ
け
で
愚

痴
な
ど
を
い
っ
て
い
た
母
親
に
対
し
て
暴
力

を
ふ
る
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
長
年
ひ
き
こ

も
っ
て
蓄
積
し
た
う
っ
ぷ
ん
を
自
分
で
は
制

御
で
き
ず
、
暴
力
を
ふ
る
っ
て
し
ま
っ
て
か

ら
は
い
よ
い
よ
母
も
家
を
出
て
い
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
時
は
見
放
さ
れ
た
と
い
う

気
持
ち
に
激
し
く
苛
ま
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

時
や
っ
と
自
分
が
両
親
に
依
存
し
て
生
き
て

い
た
こ
と
を
自
覚
し
、
自
分
で
変
え
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま 

し
た
。
そ
し
て
母
親
が
ま
た
家
に
戻
っ
て
こ

ら
れ
る
よ
う
に
と
自
分
自
身
の
自
立
を
心
底 

願
う
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
を
原
動
力
に
一
歩 

ず
つ
外
に
出
て
、
日
々
動
け
る
範
囲
が
増
え

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
し
た
。 

 

母
親
が
家
を
で
て
か
ら
２
年
ほ
ど
で
や
っ

と
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
車
の
免
許
取
得
や
一
人
暮
ら
し

も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後 

や
っ
と
母
親
が
実
家
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
が

で
き
、
本
当
に
苦
労
が
報
わ
れ
た
瞬
間
で
し

た
。 約

10
年
間
の
社
会
人
生
活
を
経
て
、
30

代
に
な
っ
て
か
ら
ま
た
大
き
く
体
調
を
崩
し

実
家
に
戻
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
自
分
は
、
い

つ
復
帰
で
き
る
か
も
わ
か
ら
な
い
不
安
な
状

態
で
二
度
目
の
ひ
き
こ
も
り
生
活
に
突
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
中
で
両
親
と
は
以
前
の
よ
う
な
悪
い

状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
常
に
気
を
配
り

ま
し
た
。
と
く
に
気
を
つ
け
た
の
は
、
自
分

で
や
れ
る
こ
と
は
自
分
で
や
り
、
両
親
と
適

度
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
く
。

こ
れ
は
10
代
の
こ
ろ
に
は
う
ま
く
で
き
な

か
っ
た
こ
と
で
し
た
。
食
事
の
準
備
や
後
片

付
け
、
掃
除
な
ど
身
の
回
り
の
こ
と
。
お
互

い
不
満
が
あ
れ
ば
言
葉
に
し
て
伝
え
あ
っ
て

相
談
し
て
改
善
し
て
い
く
。
何
気
な
い
こ
と

で
す
が
、
と
く
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

と
て
も
大
切
な
こ
と
で
し
た
。 

今
年
か
ら
両
親
も
高
齢
者
と
な
り
、
将
来

の
不
安
も
尽
き
ま
せ
ん
が
、
今
後
自
分
が
両

親
の
支
え
に
な
れ
る
よ
う
生
活
力
を
つ
け
て

い
き
た
い
と
日
々
を
営
ん
で
い
ま
す
。 

当
事
者
が
語
る
家
族
の
あ
り
方 

 

Ｑ 

会
報
が
１
０
０
号
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
編
集
し
て
い
て
苦
労
さ

れ
る
こ
と
は
何
で
す
か
。
ま
た
、
当
事
者

が
会
報
作
り
に
従
事
す
る
意
味
や
良
さ
は

何
で
し
ょ
う
か
。 

 

Ａ
（
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
吉
川
修
司
） 

 

私
は
会
報
創
刊
号
か
ら
文
章
を
投
稿
す
る

こ
と
か
ら
関
わ
り
は
じ
め
、
発
刊
３
年
目
の

第
20
号
か
ら
編
集
全
般
に
携
わ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
生
ま
れ
て
初
め
て
の
経
験
で

し
た
が
、
当
時
初
め
て
パ
ソ
コ
ン
を
導
入
し

見
よ
う
見
ま
ね
で
文
章
や
イ
ラ
ス
ト
写
真
を

画
面
に
入
れ
込
み
楽
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
続

け
て
き
ま
し
た
。
何
よ
り
も
自
宅
で
好
き
な

時
間
に
作
成
で
き
る
緩
さ
が
私
に
は
合
っ
て

い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
次
第
に
文
章
を

書
く
こ
と
に
も
慣
れ
一
つ
の
自
己
表
現
に
も

な
り
ま
し
た
。 

限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
必
要
な
情
報
を
網

羅
す
る
た
め
に
は
、
他
者
に
文
章
を
書
い
て

も
ら
う
必
要
も
あ
り
、
何
人
か
知
り
合
い
の

ひ
き
こ
も
り
当
事
者
に
執
筆
を
依
頼
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
断
ら
れ
る
こ
と
が

多
く
最
終
的
に
は
自
分
で
穴
埋
め
の
文
章
を

書
い
て
い
ま
し
た
。
自
分
が
で
き
る
こ
と
は

他
人
も
簡
単
に
や
っ
て
も
ら
え
る
と
思
っ
て

い
た
の
で
し
ょ
う
。
今
思
う
と
か
な
り
の

「
押
し
付
け
」
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は

親
子
関
係
で
も
同
じ
こ
と
で
、
相
手
の
気
持

ち
を
考
え
て
あ
げ
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で

す
。
そ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
側 

 
 

の
苦
労
を
経
験
し
な
が
ら
会
報
作
り
に
従
事

し
て
15
年
以
上
経
過
し
ま
し
た
。
最
近
の

こ
と
で
す
が
会
報
づ
く
り
を
通
じ
て
思
わ
ぬ

効
果
が
発
揮
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

会
報
の
表
紙
イ
ラ
ス
ト
を
手
掛
け
る
高
津

達
弘
さ
ん
は
現
在
も
ひ
き
こ
も
る
当
事
者
で

す
が
、
そ
の
感
性
は
誰
も
が
認
め
る
も
の
で

す
。
こ
の
イ
ラ
ス
ト
を
み
た
別
な
当
事
者
が

マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
出
場
す
る
の
で
大
会
で
着

る
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て
も
ら
え

な
い
か
と
頼
ま
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私

が
高
津
さ
ん
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
喜
ん

で
引
き
受
け
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
は
「
走
れ
！
ひ
き
こ
も

り
」
と
自
分
を
鼓
舞
す
る
か
の
表
現
を
書
い

た
文
字
も
プ
リ
ン
ト
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ひ

き
こ
も
り
マ
イ
ン
ド
で
走
る
当
事
者
の
思
い

は
、
高
津
さ
ん
が
イ
ラ
ス
ト
で
そ
の
思
い
を

伝
え
よ
う
と
す
る
こ
と
と
同
じ
で
す
。 

 

こ
の
二
人
の
当
事
者
は
面
識
が
な
い
の
で

す
が
、
こ
の
よ
う
な
当
事
者
同
士
の
響
き
合

う
心
の
通
い
合
い
が
会
報
と
い
う
媒
体
を
通

し
て
な
し
え
た
こ
と
は
、
普
段
の
生
活
や
支

援
の
現
場
で
も
な
し
え
な
い
こ
と
で
、
当
事

者
同
士
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
成
功
例
と
も
い

え
ま
す
（
３
ペ
ー
ジ
参
照
）
。 

 

会
報
づ
く
り
は
、
単
な
る
読
み
物
を
書
く

と
い
う
作
業
で
は
な
く
、
ひ
き
こ
も
り
当
事

者
で
も
で
き
る
仕
事
づ
く
り
の
可
能
性
や
、

人
を
活
か
し
育
て
る
機
能
が
備
わ
っ
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
後
の
発
展
に
期
待

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

      



 

 
 
 
◆「SANGOの会」例会のご案内 
２０１7年３月は下記日程にて行ないます。初めての方も参加できます。概ね 35歳前後のひきこも
り当事者や経験者で、人との関係や会話に慣れたいと思っている方、またいろいろな情報を得たいと
考えている方は、いらしてください。詳細は事務局までお問い合わせてださい。初めて参加される方
で、少人数で会うことを希望される方は、事前に事務局までメール、電話でお問い合わせのうえ初心
者の例会にお越しください。 

 
《通常例会》  
と き：３月１５日（水）午後１時 30分から午後３時３０分まで 
会 場：札幌市社会福祉総合センター４階 研修室Ｂ 

《初心者例会》 
 と き：３月２２日（水）午後１時 30分から午後３時３０分まで 
会 場：札幌市社会福祉総合センター４階 研修室Ｂ 
場 所：札幌市中央区大通西 19丁目（地下鉄西１８丁目駅下車徒歩５分） 
      

2 月の例会はインフルエンザ予防のためお休みします 
 
♦若者当事者全国集会～ひきこもってた当事者、経験者 、豊中で集まろう 
若者当事者全国集会は、現代社会で生活上の課題や問題に直面している本人を意味し、例えば「ひき 
こもり」や「不登校」などの当事者や経験者、あるいは今の社会が生きづらいと感じている幅広い 
方々を含みます。「若者」とは相対的概念であって、年齢は関係ありません。 
２５日に開催される「第一部・活動紹介」に田中敦理事長が登壇します。 
と き：２月２５日（土）～２６日（日） 
会 場：千里文化センター「コラボ」、上新田会館（両方とも大阪府豊中市） 
参加方法：事前の参加申し込み制（空きがあった場合当日参加可） 
参加費：無料 （任意募金制）  
対象：当事者・経験者、家族、支援者、一般の方等関心をお持ちの方 
※申し込み方法など詳細は若者当事者全国集会特設 HP http://www.wakamono.info/を 
ご覧ください。 

 

 

 

 

☆ 編 集 後 記 ☆  
 会報「ひきこもり」通信が 100 号を迎えました。これまでご協力くださった皆さまと毎回読んでくださる

皆さまに心から感謝申し上げます。今号は頁数を増やし特集号としてお届けします。またこれに併せて札幌

圏のひきこもり社会資源を網羅した電子マップを現在制作中です。3 月には一般公開いたしますので、併せ

てご覧いただければ幸いです。新年もよろしくお願い申し上げます。 

 （発行責任者 理事長 田中 敦） 

無 断 複 製 はおやめください 

 

１２ 

こ ち ら 事 務 局！         今後の動き（2017 年 1 月～） 

☆ひきこもりピアサポートの標準テキストとして☆ 


